
のお知らせ

当事務所は1967年に設立され、現在21名の弁護士が所属しています。
取扱う事件の分野は、民事・刑事のほか、労働、消費者、医療過誤などと多彩です。
首都圏建設アスベストや新横田基地公害などの大規模集団訴訟、過労死、薬害、生活
保護などの人権課題にも取り組んでいます。
今回は首都圏建設アスベスト訴訟の弁護団がお話しをします。
ご興味のある方はぜひご参加ください。

2025年 9月12日(FRI)18:00
「若手弁護士が感じた政策形成訴訟

～建設アスベスト訴訟を題材に～」

【場所】 三多摩法律事務所 会議室
（東京都立川市緑町４－４

立川北口薬局ビル４階）
【電話】 ０４２－５２４－４３２１
担当: 小口（64期）、岡村（73期）
・ ご参加希望の方はメールでお申し込みください。
→ lawoffice@san-tama.com
・ 終了後に懇親会を予定しています。懇親会の
出欠もあわせてお伝えください。
・ 締め切りは前日の正午までとなります。

講師:岡村 拓究 弁護士（73期）
千葉県出身。新潟大学法学部、一橋大学法科大学院を経て入所。
民事や刑事の事件を幅広く扱っている。首都圏建設アスベスト訴訟弁護団

に所属し、被害者救済のため理論的実践的な課題に精力的に取り組んでいる。

講師：植木 則和 弁護士（63期）
群馬県出身。新潟大学卒業、弁護士登録以来、一般民事事件だけでなく刑事事件・
少年事件なども数多く担当。子どもの権利に関する活動にも精力的に関わり子ども
いじめ授業などの活動もおこなっている。東京三弁護士会原発被災者弁護団、首都
圏建設アスベスト訴訟弁護団などにも参加。

三多摩法律事務所


